
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

保
険
料
の
全
額
、
４
分
の
３
、

半
額
、
４
分
の
１
の
い
ず
れ
か
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
承
認
は
、
本
人

・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得

を
も
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

�
免
除
期
間
の
取
り
扱
い

老
齢
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

計
算
す
る
と
き
は
、
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
に
比
べ
、
表
の
と
お

り
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
全
額
免
除
以
外
の
場
合

は
、
一
部
納
付
の
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
未
納
扱
い
に
な
り
ま

す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

お
よ
び
学
生
納
付
特
例
制
度

３０
歳
未
満
の
若
年
の
方
及
び
学

生
の
方
を
対
象
と
し
、
申
請
が
承

認
さ
れ
る
と
、
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
承
認
は
、
学
生
で
な
い
場

合
は
本
人
と
配
偶
者
、
学
生
の
場

合
は
本
人
の
前
年
所
得
を
も
と
に

決
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
１９
年
度
に

引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
を
申

請
さ
れ
る
方
は
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書
（
は

が
き
）
を
で
き
る
限
り
４
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
納
付
猶
予
期
間
の
取
り
扱
い

老
齢
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
・
申
請

保
険
年
金
課
年
金
担

当
（
�
３７１
・
７
２
５
４
）
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こ
の
春
も
、
区
内
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
、
満
開
の
桜
が
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
１２
年
度
に
選
定
さ
れ
た
４７

本
と
３１
群
か
ら
な
る
下
京
区
「
区

民
誇
り
の
木
」
の
内
、
桜
の
木
が

選
定
さ
れ
た
場
所
と
し
て
正
し
い

組
合
せ
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

�
鴨
川
右
岸
・
木
屋
町
通

�
東
本
願
寺
・
西
本
願
寺

�
若
一
神
社
・
住
吉
神
社

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い
て
、

４
月
３０
日
（
水
）
必
着
で
、
〒
６００

―

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）
下

京
区
役
所
総
務
課
「
謎
と
き
�
下

京
」
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
解
答
は
６
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

２
月
１５
日
号
の
解
答

町
名
に
源
氏
物
語
の
登
場
人
物

と
同
じ
名
前
の
つ
い
て
い
る
の
は
、

�
夕
顔
町
で
し
た
。

春の行楽シーズンがやって来ました。
新緑が美しい野山にハイキングや登山、
山菜取りにお出かけになる方も多くおら
れるでしょう。
しかし、この時季の山林は、枯れ葉が
積もり、空気の乾燥や季節風あるいはフ
ェーン現象などの気象条件などから、山
火事が発生しやすくなっています。この
ため、たばこの火やバーベキューの火が
枯れ草などに燃え移る山火事が例年発生
しています。

平成１９年中、市内で山火事が９件発生

Ｑ 山火事の原因は何ですか。
Ａ 平成１０年から平成１９年まで市内で発
生した山火事の原因は、１位「たばこ」
２２件、２位「たき火」１４件、３位「放火
（疑い含む）」７件の順でした。
Ｑ 山火事を予防するには何をすればい

いのですか。
Ａ 野山では、次のことに注意しましょ
う。
�乾燥注意報が出されているときや強い
風が吹いているときなどは、火を使わ
ないようにしましょう。
�燃えやすい枯れ葉などのある場所では、
火を使わないようにしましょう。また、
子どもだけで火を使うのは、絶対にや
めましょう。
�たき火をしているときは、その場を離
れないようにしましょう。
�たき火、たばこの火は、水で確実に消
しましょう。また、吸い殻は携帯用の
灰皿に捨てましょう。
�火を使うときは、消火用の水を準備し
ましょう。
�たき火をする前に、消防署へ届出をし
ましょう。

山の緑を火災から守ろう�
山林は、木材を供給するだけでなく、
保水、水質浄化、鳥・昆虫などの生物の
生息場所として、私たちの暮らしに重要
な役割を果たしています。もし、山林が
焼失すると再生するまでに数十年かかり
ます。また、保水能力が低下し、台風や
集中豪雨のときに土砂崩れなどの自然災
害が起こりやすくなり、大きな被害が出
る恐れがあります。大切な山林を火災か
ら守りましょう。

� 下京消防署（�３６１―４４１１）

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う

君
で
す
。

今
回
は
、
山
火
事
の
予
防

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

山火事を起こさないためにけすぞう君の防災 Q&A

『山林防火運動』
４月２０日～２６日

自転車に同乗する幼児への
ヘルメット着用義務化�

「京都府自転車の安全な利用の促進に関する条
例」により、４月１日から、自転車に６歳未満の
幼児を同乗させるときは、幼児のヘルメット着用
が義務化されました。
幼児の自転車同乗中の事故のうち、半数以上が
頭部にけがをしています。安全に運転することは
もちろんのことですが、幼児の頭部を保護するた
めにヘルメットを着用させましょう。
� 下京区交通対策協議会（�３７１―７１７０）

安心安全の 
まちかど 
安心安全の 
まちかど 
安心安全の 
まちかど 

日本や世界の各地には、大地震などの自然災害や民族対
立などの紛争によって、希望を失い痛みに苦しんでいる人
たちがたくさんいます。一人ひとりの命と人間としての尊
厳を守るために、日本赤十字社は地球のどこまでも出かけ、
「人道」の名の下に献身的な活動を展開しています。
５月１日から赤十字運動月間全国キャンペーンを実施し
ます。今年も、多くの活動を支え、更に大きく推進するた
め、皆さんの活動資金へのご協力をよろしくお願いします。
� 各学区赤十字奉仕団分団長、まちづくり推進課（�３７１
―７１７０）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

６分の１４分の１

３分の１半額

２分の１４分の３

３分の２全額

減額される
年金額

免除期間
の免除額

赤十字の活動資金に
ご協力をお願いします

～いま、救わなければ。～
（５月は赤十字運動月間）

Together for humanity
（赤十字運動標語）

「「
区区
民民
のの
誇誇
りり
のの
木木
」」にに

選選
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
桜桜

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
、
納
付
の
免
除
や
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
失
業
や
災
害
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、
所
得
に
か
か
わ
ら
ず

特
例
承
認
を
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

幼児用ヘルメットＱ＆Ａ
Ｑ どこで販売されていますか
Ａ 自転車販売店や
ホームセンターなど

Ｑ 価格はいくらぐらいですか
Ａ ３，０００円前後が
一般的です

（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版第１４８号平成２０年４月１５日


